













Petrology and Geochemistry of Amphibolites from the Nellore-
Khammam Schist Belt， SE India: Implications for the Geologic 
Evolution of SE India during the Precambrian 
(ネロー・カマン結晶片岩帯の角閃岩の岩石学的地球化学的研究:南東インド
の先カンブリア代造構史への寄与)












































さらに著者は，角川岩類の変成作Jj..Jを解析し，この地域のネロー・カマン片岩帯が，約7000C1 ] (i Paとい
う中圧~高圧型の会成作用を被っていることを明らかにした。そして，このような変成作用の特徴は， プ
レート収束域で，大陸・人;陪の衝突テクトニクスに関係する。著者はこのことから，原生代における東ガー
ト帯のダルワールクラトンへの衝突テクトニクスが，ネロー・カマン片岩需の変成作用をもたらした可能
性を示したの
以上のように木研究は，インド半島東南部の先カンブ 1)ア代地質とその造構環境に対して，新しい重要
な知見を加えるとともに， この周辺のゴンドワナ超大院のテクトニクス考察に資するところが大きい。よっ
て本論文の著者は，博士(理学)の学位を与えるに相応しいと審査した。
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